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Agenda 

1．IT総合戦略本部の「創造的IT人材育成方針（案）」について 

 

 IT総合戦略本部「創造的IT人材育成方針」は、ITに関する専門的人材から一般国民

まで幅広い層を対象に、どのように人材育成の体制を構築するかについて整理しよう
としているので、人材育成全体を見渡すのに役立つと思います。 

 

2．イスラエルにおけるベンチャー人材育成環境について 

 

 2月1日から7日までイスラエルに出張し、ITベンチャーの実態や取り巻く環境を把握
するために、ITベンチャー、VC、大学、政府機関等を訪問し、意見交換しました。イス

ラエルでは、ハイテク産業のベンチャーが多数輩出され、同国の経済を牽引していま
す。ベンチャー人材の育成体制について、速報レポートします。 

 

3．新たなエネルギー産業創出への学び 

 

 新たなエネルギー産業創出につながる人材育成を議論するための、上記からの学び
をまとめました。 

1 
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1．  IT総合戦略本部の 

 「創造的IT人材育成方針（案）」について 

2 
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IT総合戦略本部の体制 
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高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部 
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：新IT戦略を策定した会議 

：野原がメンバーの会議 

：新戦略策定以降に設置された会議 
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4 第63回IT総合戦略本部資料4-1創造的IT人材育成方針（案）概要 
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2．イスラエルにおける 

   ベンチャー人材育成環境 

5 
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この本で、イスラエルのITベンチャー育成環境に強い関心を 

6 
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2-1．イスラエル概況 

7 
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イスラエルの国土 

8 
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イスラエル地域の歴史 

9 
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テルアビブへの入植 

 欧州で19世紀末期に起こったシオニズム運動により、1909年砂漠地帯だ
った現在のテルアビブに入植した66世帯の人々 

10 
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イスラエル 備考・出典 

面積 2.2万平方キロメートル 日本の四国程度 

人口 約798万人（世界99位） 2012年 イスラエル中央統計局 

首都 エルサレム イスラエルの主張、国際連合の主張はテルアビブ 

人口密度 388人 

人口増加率 1.5％ 世界銀行 2013年 

GDP 
１人あたりGDP 

2,097億ドル 
27,357ドル 

2012年 

経済成長率 3.1％ 2012年 

物価上昇率 1.5％ 2012年 

失業率 6.9％ 
2012年 イスラエル中央統計局 
15～24歳の失業率は11.6%（世界銀行） 

言語 ヘブライ語，アラビア語 

通貨 新シェケル（NIS） 約20円（2013年12月） 

民族 ユダヤ人（約75.4％），アラブ人その他（約24.6％） 2011年 イスラエル中央統計局 

主要な宗教 
ユダヤ教（75.4％），イスラム教（17.3％），キリスト教

（2.0％），ドルーズ（1.7％） 
2011年 イスラエル中央統計局 
 

平均年齢 29.7歳 男性29歳、女性30.4歳 （世界銀行） 

平均寿命 81.2歳 男性79歳、女性83.5歳（世界銀行） 

在留邦人の数 933名 外務省「海外在留邦人数調査統計（平成24年速報版）」 

日系企業進出状況 25社 外務省「海外在留邦人数調査統計（平成24年速報版）」 

在日本現地人 612名 2011年（外務省） 

イスラエル主要基礎情報 
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世界各国からの移民 

 約20年間に、元ソ連地域から約100万人、エチオピアから7万人弱など、
世界各地から127万人が移民 

12 
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イスラエルの経常収支の推移 

13 

 イスラエルの経常収支は、貿易赤字を経常移転とサービス収支の黒字でカバー。 

 経常移転の主な受取は、米国からの公的援助、在外ユダヤ人からの送金、ドイツから
の戦後賠償。 

 サービス収支の黒字は、コンピューター・プログラムや各種研究開発等。 

 2011年以降の貿易赤字拡大は、燃料をコストの安い天然ガスから高価な原油に切り
替えたことによる輸入増加が主な原因。 

 ただし、2009 年にタマール・ガス田地中海で発見され、国内向け供給だけでなく、輸出
も予定されており、貿易収支は大幅に改善すると見られている。 
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イスラエルの軍事費  

年 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

軍事支
出額 
（億ILS） 

93 106 131 203 177 201 225 243 284 314 343 374 395 406 474 447 458 562 523 

GDPに
対する
軍事支
出の比
率 

13.2% 12.3% 12.3% 14.8% 10.8% 10.6% 9.7% 8.6% 8.6% 8.5% 8.4% 8.3% 8.0% 8.1% 9.2% 8.5% 8.3% 9.7% NA 

 

 

（ストックホルム国際平和研究所（SIPRI） ） 

イスラエルの軍事費の推移 

順位 国 
2010年度軍事支出額 

（ドル） 
2009年度の 
GDP比 % 

1 アメリカ 687,105,000,000 4.7% 

2 中国 114,300,000,000 2.2% 

3 フランス 61,285,000,000 2.5% 

4 イギリス 57,424,000,000 2.7% 

5 ロシア 52,586,000,000 4.3% 

6 日本 51,420,000,000 1.0% 

7 ドイツ 46,848,000,000 1.4% 

8 サウジアラビア 42,917,000,000 11.2% 

9 イタリア 38,198,000,000 1.8% 

10 インド 34,816,000,000 2.8% 

11 ブラジル 28,096,000,000 1.6% 

12 韓国 24,270,000,000 2.9% 

13 カナダ 20,164,000,000 1.5% 

14 オーストラリア 19,799,000,000 1.9% 

15 スペイン 15,803,000,000 1.1% 

16 アラブ首長国連邦 15,749,000,000 7.3% 

17 トルコ 15,634,000,000 2.7% 

18 イスラエル 13,001,000,000 6.3% 

19 オランダ 11,604,000,000 1.5% 

20 ギリシャ 9,369,000,000 3.2% 

世界の軍事費支出（2010年） 

（ストックホルム国際平和研究所（SIPRI） ） 

国名 アメリカドル$ 

1  アラブ首長国連邦 2,653 

2  アメリカ 2,141 

3  イスラエル 1,882 

4  シンガポール 1,593 

5  サウジアラビア 1,524 

6  クウェート 1,289 

7  ノルウェー 1,245 

8  ギリシャ 1,230 

9  フランス 977 

10  イギリス 940 

一人あたりの防衛費の支出額（2009年） 

（ストックホルム国際平和研究所（SIPRI） ） 
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輸出（FOB） 
  

輸入（CIF） 

2011 年 2012 年 2011 年 2012 年 
金額 金額 構成比 伸び率 金額 金額 構成比 伸び率 

化学品・同製品 
ダイヤモンド（研磨済み）  
通信・光学・医療・精密機
器 
電子部品・コンピューター  
機械・機器 
ダイヤモンド（未研磨） 
輸送機器  
ゴム・プラスチック製品  
石油製品 

16,598 
16,689 
7,940 
4,374 
3,017 
3,968 
2,294 
1,882 
646 

15,031 
14,393 
7,678 
4,702 
3,333 
3,079 
2,078 
1,830 
1,067 

23.8% 
22.8% 
12.2% 
7.4% 
5.3% 
4.9% 
3.3% 
2.9% 
1.7% 

△ 9.4% 
△ 13.8% 
△ 3.3% 

7.5% 
10.5% 
△ 22.4% 
△ 9.4% 
△ 2.7% 
65.3% 

燃料・潤滑油 
機械・電子産業向け原材
料  
機械・機器 
化学素材  
ダイヤモンド（研磨済み） 
ダイヤモンド（未研磨） 
輸送機器  
家具・家電製品  
ゴム・プラスチック製品 

13,650 
9,192 
7,268 
4,564 
5,905 
4,868 
3,398 
3,468 
2,390 

16,090 
9,976 
6,903 
5,104 
4,245 
3,981 
3,546 
2,913 
2,346 

22.0% 
13.6% 
9.4% 
7.0% 
5.8% 
5.4% 
4.8% 
4.0% 
3.2% 

17.9% 
8.5% 
△ 5.0% 
11.8% 
△ 28.1% 
△ 18.2% 

4.3% 
△ 16.0% 
△ 1.9% 

合計（その他含む） 67,802 63,145 100.0% △ 6.9% 合計（その他含む） 73,537 73,121 100.0% △ 0.6% 

イスラエルの主要品目別輸出入 （通関ベース） 

イスラエル中央統計局 

単位：百万ドル 

 

イスラエルの経済概況 
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2-2．イスラエルにおける 

   ベンチャー育成環境 

16 
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イスラエル現地調査訪問先 

17 
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政府の外郭団体OCS（Office of the Chief Scientist） 

 OCSは、経済省の外郭団体で、 1984年制定したR&D法に基づき、イスラエ

ルにおける新技術の開発を支援する組織。（基礎研究は文部省の管轄だが
、それ以外のあらゆる技術を管轄） 

 応用研究、教育機関・企業との共同研究、国際連携など、R&Dで政府が行
うべき施策を実施するが、「インキュベーションプログラム」を重視。 

 インキュベーションプログラム 

 Pre-seed、Seedのスタートアップ企業、個人を評価する、10セクターに分かれた多
様な専門領域を持つ審査員が、約120名。 

 審査員は、対象者を訪問、ヒアリング、技術、人材、市場等の可能性を審査し、
報告書を提出。1件の対象者に2名の審査員が審査。 

 上部の審査委員会（政府及び外部有識者による）で支援・投資先を選定。 

 

18 
中央はOCSチーフサイエンティスト・審査委員会委員長Avi Hasson氏 
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老舗VC～GIZA Venture Capital 

19 
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ベンチャー投資の推移 

 イスラエルにおけるベンチャー投資額は、10年間で＄17B。 

 同額は、2013年は＄2.3B。国内VC22％、海外からの投資78％と海外
からの投資比率が高まっている。（国内VCにも海外資本が含まれるため、実質
的にはさらに海外比率が高い） 

20 
Source: IVC Research Center 
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ITベンチャー支援の官民役割分担 

 リスクが高い初期ステージは100％政府が投資。 

 成長期は100％民間が投資 

21 
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イスラエルにおけるベンチャー育成システムの成功要因 

 自国には資源がないので人材で勝負するしかない。そのうえ、自国市場が小さいので、最
初から海外展開を迫られる 

 失敗に寛容な社会。忍耐強い、何度でもトライしたがる国民性。 

 多額の軍事費は負担だが、軍事技術が民間活用できる 

 18歳から兵役経験後、ニーズ・市場、社会・応用先を知ったうえで、大学で最新技術を学ぶ
。兵役中の人脈が起業に役立つ。 

 ハイテク産業を育成するために、 20年以上VC産業を育成 

 優秀なVC人材が多数いる。技術を理解し、ビジネスセンスがある人材が必要。バンカーは
リスクを取らないからダメ。 

⇒VC産業の育成には時間がかかる。日本なら、シリコンバレーにVC人材を送り経験を積ませてはどう
か。 

 ベンチャーに対する周囲からの支援が充実。 

 ハイリスクな初期市場には国が投資、民間VCとの積極的連携 

 プレシードの段階からOCS審査員、VC等豊富な人材が支援 

 Geography；限られたエリアにスタートアップが集積。（VCが頻繁に行き来できる範囲内に
700社のスタートアップが存在） 

 米国他、海外大手企業のR&Dセンターが多数あり、バイアウト先として機能。優秀な技術
者・起業家の雇用先でもある。 

 OCS審査委員会で投資先を選定する際、領域ごとの予算の割り振りは行わない。この点は
重要。 

 22 
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テルアビブ市スタートアップ支援 

23 

 コワーキングスペース 

• 市立図書館の一部をスタートアップ向けコワーキング
スペースに。 

• 2人以上で週4日以上利用が条件。月額＄50 
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テルアビブ周辺に集中するIT企業 

24 
Tel Aviv Startup City Cracking the Innovation Code Work Plan - 2013-2014より 

 ハイテク産業は、企業数でも従業員数でも約7割が、テルアビブ市と
周辺エリアに集中 
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25 

テルアビブ・ロスチャイルド通り周辺に集中するスタートアップ 
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テクニオン工科大学 

 T3 Technion Technology Transfer 

 T3は、テクニオン工大の研究成果をグローバルな事業化へ導く組織。 

 起業家のためのVC業務を有料で提供。ニーズの特定化、特許取得のアド
バイス、財務支援等を提供。 

 設立した会社にテクニオンの知的財産の実施権付与  など 

26 

T3チーム 
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IDCヘルツェリア 

27 
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3．新たなエネルギー産業創出への 

                   学び 

28 
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新たなエネルギー産業創出への学び 

 新たなエネルギー産業を創出するには、予想される新事業に必要な専門知識を教育する体
制作りが必要。 

 新産業を創出するには、事前に予想できない多様なビジネスが次々創出されるような、ビジネ
スプラットフォームを形成し、PF上でベンチャーが創出・育成される環境が必要。 

 

 ベンチャーを創出・育成するには、VC産業の育成が必要 

 優秀なVC人材とは、技術を理解し、ビジネスセンスがある人材。バンカーはリスクを取ら
ないからダメ。 

 数十名規模で、シリコンバレーのVCに人材を送り込み、VC人材を育成 

 ハイリスクな初期市場には国が投資。 

 「エネルギー研究開発特区」等を設定し、狭いエリアに研究開発及び新事業開発の拠点
を集積させ、企業・研究機関・大学・個人が参加できる体制を作る。公的VCで多数の目

利きメンバーを設定し、特区内の新事業を評価・報告書を作成、審査委員会で投資・育成
先を選定する。 

 基礎研究を除く研究開発費（R&D費のはず）のあり方を見直す。上記の特区で行う研究
開発に当てる。 

 

 最初から海外展開を 

 失敗に寛容な社会へ。何度でもトライできる社会へ。 

 ニーズ・市場、社会・応用先を知ったうえで、大学で最新技術を学ぶスキーム作り。 

 29 
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新たな電力産業のイメージ 

30 

送配電 

発電 

機器・デバイス 

自家発電・売電 

電力小売・サービス 

・・・ 

 各レイヤーの事業者が自由に取引でき、多様な新サービスを提供できるビジ
ネスプラットフォームを形成する。 

 各レイヤー、サービス事業者で、エネルギー関連の知識を持つ人材が必要に
なる。 
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ベンチャー育成のエコシステム 

31 富士通総研経済研究所 湯川氏資料より 

 新産業領域における個々の業務に必要なスキルを持つ人材だけでなく、新
ビジネスを創出するために必要なスキルを持つ人材育成が必要 


